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Daigasグループ エネルギーのカーボンニュートラル化の全体像
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再生可能エネルギーの更なる普及拡大

蓄電池による安定供給への貢献

火力電源のゼロ・エミッション化

電気エネルギーの

カーボンニュートラル化

ネガティブエミッションの

取り組み

天然ガスによる安定供給・低炭素化への貢献

天然ガスからe-メタンへのシームレスな移行による脱炭素化

将来のSOECメタネーション技術革新によるe-メタン普及加速

工場等から排出されるCO2を回収し

地下貯留地でのCCSにより直接削減

森林開発・管理によるCO2の直接除去

カーボンクレジット活用

熱エネルギーの

カーボンニュートラル化

Economic Efficiency

経 済 性

Environment

環 境 性

カーボンニュートラル

実現

+

Safety

安 全 性

Energy Security

安 定 性(供給)

• エネルギーのS+3E を踏まえながら熱・電気のカーボンニュートラル化、ネガティブエミッションの取り組みを加速



経済性  （CNエネルギーは高コスト）

安定性  （CNエネルギー生産は特定地域に偏在）

環境性  （従来エネルギーの方が低コスト・CO2排出量多）

安定性  （従来エネルギーの方が安定的に供給）

経済性  （多重化・分散化によるコスト上昇）

環境性  （再生可能エネルギーは天候により変動）

CNエネルギーの普及・拡大には技術革新による低コスト化・大量生産の複数拠点化が不可欠

エネルギー供給に関する３Eのトリレンマを踏まえると、CNエネルギーへのトランジションには多様な選択肢が必要

≈

環境性

経済性

安定性

エネルギー供給に関する 3Eのトリレンマ

≈

Environment

環境性

Economic
Efficiency

経済性

Energy
Security
安定性(供給)

Safety

安全性

低・脱炭素化への

トランジション

Daigasグループの基本方針 ～ エネルギー供給 ～

 国際情勢リスク

 地政学リスク

 自然災害リスク（地震・台風）

 パンデミックリスク

 規制リスク（カーボンプライス）

 為替リスク（円安）

エネルギー供給で考慮すべきリスク

エネルギー供給の基本的な考え方

S ＋ 3E

日本のエネルギー自給率は 12.6%

→ 海外からのエネルギー輸入に依存

安全性を大前提とし、厳冬・酷暑や自然災害でもエネルギー供給を停止させない供給安定性を最も重要視しつつ

時代によって変化するお客さまのニーズに合わせて環境性・経済性の様々な選択肢をお客さまにご提案する

Daigasグループ

基本方針
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Daigasグループは3つの E を同時に満たすことに挑戦



環境性

経済性 安定性（供給）

エネルギートランジションの複数シナリオ

• 3Eのトリレンマのバランスを踏まえたエネルギートランジションの複数シナリオが考えられ、エネルギー選択の柔軟性が重要

パターンによって 3Eのトリレンマ のバランスは異なる

脱炭素社会への移行は高コスト

→ 低コスト化には技術革新が必要

更なる供給安定性の確保が課題

環境性

経済性 安定性（供給）

低炭素化 → 既存技術の活用・省エネ

 CNエネルギーの低コスト化が重要

再エネ増加 → 供給安定性の確保が課題

環境性

経済性 安定性（供給）

経済性を重視してエネルギーを選択

供給安定性を確保

気候変動対応が課題として顕在化

国際情勢・制度動向に依存

低炭素化への着実な移行

（既存技術の活用等）

脱炭素化がどのようなペースで

移行するかは不透明

3Eのトリレンマ
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1. 経済性重視パターン

2020年までの社会

2. 低炭素化進展パターン

既存技術・燃料転換の活用

3. 脱炭素化加速パターン

CNエネルギーへの転換

向上 向上



カーボン
ニュートラル
社会の実現

熱エネルギー
カーボン
ニュートラル化

電気エネルギー
カーボン
ニュートラル化

ネガティブ
エミッション

CCS（H-to-A 産業を中心としたCO2排出者からのCO2を回収／将来は大気中のCO2を回収）

森林吸収プロジェクトへの出資・参画／カーボン・オフセット都市ガスの利用

水素・アンモニア利用を検討

アンモニア・バイオマス利用等を検討

Daigasグループ エネルギーの低・脱炭素化ロードマップ

• S+3Eを踏まえた最適なソリューションをご提案し、皆さまと共にカーボンニュートラル社会の実現を目指す

2020 2030 2040

脱炭素社会への

トランジション期
（CN燃料の初期導入＋政策支援）

CNエネルギーの

普及拡大・加速期
（革新技術の社会実装）

再エネ電源開発/蓄電池の活用

石炭

石炭・石油

天然ガス高度利用 e-メタンへの移行

天然ガス転換 e-メタンへの移行

新規利用（水素・アンモニア発電所 近傍等）

天然ガス火力発電
e-メタン・バイオメタンへの移行／水素やCCS利活用等の活用

電力の高度利用（VPP実証・需給マネジメントシステムの高度化） VPP実装・需給マネジメント確立

火力電源ゼロ・エミッション化

更なる普及拡大

e-メタン導入加速

e-メタン導入加速

2050

低炭素社会への

トランジション期
（天然ガス高度利用・省エネ）
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革新技術導入
SOECメタネーション

e-メタン
本格導入開始



• 水素キャリアには利用用途に応じた複数の選択肢があり、熱エネルギーの低・脱炭素化には多様なパスウェイが存在

熱エネルギーのカーボンニュートラル化の方向性
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石炭

天然ガス

天然ガス

石炭

石油

ジェット燃料

Hard-to
-Abate

産業

車両
航空機
船舶

(バンカリング)

都市ガス

火力発電

航空機

出典： エネルギー白書2020を

もとに日本ガス協会が作成

水素

アンモニア

e-メタン / e-メタノール

 / e-fuel / SAF

水素キャリア

・ 燃焼しやすく、燃焼時CO2ゼロ

・ 液化温度：－253℃ (天然ガス：－162℃)

・ 燃焼速度が速い (天然ガスの約8倍)

・ 石炭燃焼技術を活用可能

・ 液化温度：-33℃ (天然ガス：－162℃)

・ 燃焼速度が遅い (天然ガスの約1/5倍)

・ 既存燃料とほぼ同じ成分

・ 既存インフラ・燃焼機器が利用可能

・ CO2排出計上ゼロ（CO2をリサイクル）

アンモニア

水素

e-メタン

e-メタン

アンモニア

水素

e-fuel

e-メタン

天然ガス e-メタン

カーボンリサイクル燃料

SAF

e-メタノール

日本の民生・産業部門の

用途別エネルギー量

熱

約60%

電力

約30%

非エネルギー
(原料)
約10% 6割は熱需要

民生・産業部門の
エネルギー消費量

約9,700PJ/年

熱の利用用途と温度レベル

出典：水素・燃料電池戦略協議会資料に加筆

天然ガス

H2

NH3

天然ガスで作ることができる 熱

エネルギーの使用用途 熱エネルギーの低・脱炭素化のパスウェイ

高温域は電気での代替が困難



e-メタン燃焼時

CO2排出計上 ゼロ

都市ガスのカーボンニュートラル化の鍵となる “e-メタン”

• 水素とリサイクルされたCO2を合成して製造するe-メタンは、天然ガスとほぼ同じ成分であることから、

既存の都市ガスサプライチェーンをそのまま利用して供給が可能な水素キャリア
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再生可能エネルギー

CO2

大気に排出

排出計上済みの

CO2を回収・再利用

家庭用

工業用

業務用

工場 等

CO2を再利用

水素キャリアとして

e-メタンに変換

e-メタンを作る技術

“メタネーション”

水素とCO2から

触媒反応で

大量・安価に

e-メタンを合成

天然ガスとほぼ同じ成分で

あることからe-メタンは

都市ガスサプライチェーンを

そのまま利用して供給可能

カーボンリサイクル燃料
（e-メタン、e-fuel、SAF等）

お客さま 燃焼機器CH4
e-メタン

H2
水素

CO2
二酸化炭素

LNG輸送船 LNG受入基地

都市ガス

パイプライン

都市ガスサプライチェーン

H2O
水

“メタネーション”

お客さまは設備を変更すること無しに

e-メタンの利用が可能

H2

CO2

メタネーション
（触媒反応）

CH4
e-メタン

リサイクル

天然ガスから徐々にe-メタン供給へ切替え



e-メタンによるCO2削減効果

• お客さまが利用する天然ガスをe-メタンへ切替えていくことは、社会全体で排出されるCO2の大幅な削減に貢献

カーボンリサイクルによるCO2削減効果 → e-メタン燃焼時のCO2排出計上はゼロとなる

7

H2

CO2

工場

e-メタン燃焼時

CO2排出計上 ゼロ

e-メタン利用

CO2排出＋100

回収・リサイクル

天然ガス利用

CO2排出＋100 CO2排出＋100

天然ガス利用

e-メタン利用

回収・リサイクル

e-メタン製造

天然ガス生産

CO2排出

合計

＋200

CO2排出

合計

＋100

▲100
CO2排出 0

天然ガス利用時の大気へのCO2排出

e-メタン利用時の大気へのCO2排出

カーボンリサイクルのCO2削減効果を反映 CO2排出計上 0

▲100＋100

e-メタン利用

▲100 ＋100 

CO2

工場

カーボンリサイクルによる

CO2排出計上の考え方

CO2排出計上＋100

e-メタン製造

H2

都市ガス利用者

CO2

e-メタンへの

切替えに伴う

CO2削減効果

オフセット

CO2

工場

都市ガス利用者

CO2

都市ガス利用者

CO2



環境性

安定性

経済性

• 石炭・石油から天然ガスへの燃料転換による大幅な低炭素化と共に、NOx・SOxの排出量削減による環境負荷低減も実現

• 天然ガスからe-メタンへのシームレスな移行による脱炭素化が可能 → 経済性や供給安定性を高い次元で両立

天然ガスシフト・e-メタン利用によるトランジション

天然ガス石炭・石油 e-メタン

CH4

天然ガス
e-メタン製造

環境価値CH4

クリーンガス クリーンガス証書

クリーンガス相当量認証

バイオメタン製造
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環境価値の移転

家庭用コンロによるe-メタンの燃焼状況経済性

───

安定性

環境性

LNG価格推移イメージ スポット

価格上昇

長期契約価格

スポット契約による

調達価格は大きく変動する一方、

長期契約による調達価格は安定的

天然ガス

石炭 石油

100

75

55

CO2排出量 

• 天然ガスと同じ成分、お客さまの燃焼機器を交換する必要無し

→ シームレスな移行、燃料転換による社会コストを低減

• 石炭・石油から天然ガスへの燃料転換 → 大幅なCO2削減

• コージェネによる高効率省エネ機器導入 → 更なるCO2削減

• SOx排出量ゼロ、NOx排出量 大幅削減 → 環境負荷低減

• CO2リサイクル → e-メタン燃焼時のCO2排出計上ゼロ

• 天然ガス火力発電の燃料をe-メタンに → 脱炭素化が可能

• クリーンガス証書制度 → 環境価値の認証や移転

→ 天然ガス燃焼時と同じe-メタンの炎

天然ガス

SOX排出量

石炭 石油

100
68

0

天然ガス

NOX排出量

石炭 石油

100

71

20

37

〜

• 天然ガスの長期契約 → 供給安定性の実現、価格変動を抑制

• 天然ガスとe-メタンを

同時に供給可能

→ 高い供給安定性を確保



奈良県

淡路島

琵琶湖

大阪府

岡山県

和歌山県

滋賀県

京都府

兵庫県

• e-メタンは天然ガスと同時供給が可能なため、クリーンガス証書を使ってお客さまのニーズに合わせた比率調整が容易

• パイプライン供給網を活用したe-メタン供給により、供給エリア全域で早期・面的に水素利用のメリットを享受することが可能

都市ガスのシームレスなカーボンニュートラル化

姫 路 製 造 所
（LNG受入基地）

泉 北 製 造 所
（LNG受入基地）

LNG輸入(既存インフラ活用) 既存のパイプラインをそのまま利用可能

需要地

水素キャリアである e-メタンを活用

都市ガス供給エリア全域で早期・面的に

水素利用のメリットを享受することが可能

受入基地
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都市ガスパイプライン

約 63,000km

天 然 ガ ス
CH4

化石由来

+

クリーンガス
証書

比率調整が容易

CH4

e-メタン

顧客A 顧客B 顧客C 顧客D 顧客E

お客さまのニーズに

応じて調整可能



台 湾
• CPC

e-メタンのサプライチェーン構築に向けた挑戦
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韓 国
• SAMSUNG E&A 

• SK E&S

• KOGAS

マレーシア
• PETRONAS

国際市場形成への
取り組み

e-メタン等の国際市場形成

を目指す団体を設立し、

日米欧の19社が参画

団体への参画・協賛企業を

増やし、e-メタン等の国際的

認知度向上、取引・環境制度

形成へ取り組む

産ガス国の新たなエネルギー産業 アジアのe-メタン利用による脱炭素化日本の脱炭素化・エネルギー安全保障

当社が製造プロジェクトを検討

当社と利用協議を実施

e-NG Coalitionメンバー

• 三菱商事

• 東京ガス

• 東邦ガス

• INPEX

• IHI

• 川崎汽船

（2025年1月末時点の主な協業先）

ペルー
• PERU LNG

日 本
• ENEOSフランス

• TotalEnergies

• Engie

• Sempra Infrastructure

• Terraform Industries

• Standard Carbon

• StormFisher Hydrogen 

エネルギーセキュリティ向上

・既存天然ガス・LNG出荷設備

を利用可能

・国内外の複数拠点化により

地政学リスクを低減し、

安定供給に寄与

アジアでの普及拡大

・e-メタン利活用に向けて

海外のエネルギー事業者との

協議を実施

国内外のe-メタン

サプライチェーン構築

• 2030年1%導入を起点に、2050年に向けた導入拡大を通じてe-メタンサプライチェーン構築を実現

• グローバルにe-メタン製造プロジェクトを推進しつつ、e-NG Coalition への参画を通じてe-メタンの普及拡大を主導

ドイツ
• RWE

UAE
• MASDAR

ベルギー
• TES

シンガポール
• City Energy

アメリカ
• Tallgrass

カナダ
• Teralta

オーストラリア
• Santos

イギリス
• Shell



【技術開発①】 サバティエメタネーション
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e-メタン製造・都市ガス導管への注入

再生可能
エネルギー

水（H2O)

グリーン
水素

(火力発電等)

H2

CO2

メタネーション設備

二酸化炭素

INPEX
長岡鉱場 ガス田

CH4

e-メタン

全体システム
構築

INPEX

プロセス技術
・触媒

大阪ガス

400 m3/h

（家庭用 1万戸相当）

実証・商用プラントへのスケールアップ検討

都市ガス業界が掲げる 2030年に都市ガスへのe-メタン1％注入 実現を目指し、

実証スケール (1万m3/h) ・ 商用スケール (6万m3/h) の反応器シミュレーション、基本設計、事業性評価を実施

代替天然ガス製造時代に培った当社独自の触媒技術

① 高活性メタネーション触媒

② 耐久性を高める超高次脱硫技術
OG独自触媒

世界最大規模の実証
2025年度～実証開始

INPEX 新潟県 長岡鉱場に建設予定

都 市ガ ス
導 管 網

（既存インフラ）

既 往 技 術

大規模化
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H2
CO2フリー水素

CH4

H2O

再生可能エネルギー

メタネーション設備

バイオガス製造

大 阪 ・ 関 西 万 博 会 場

DAC：Direct Air Capture

（RITE※２）

コージェネCO2回収装置
（エア・ウォーター）

H2

グリーン水素

e-メタン

※１： 環境省委託事業 「令和４年度既存のインフラを活用した水素供給低コスト化に向けたモデル構築実証事業」     ※２：  公益財団法人地球環境産業技術研究機構

CO2

二酸化炭素

ガスコージェネ

：熱電併給システム

迎賓館厨房など

CH4 CO2

バイオガス

提供： 2025年日本国際博覧会協会

生ごみ

大 気 排ガス

ガス供給

大阪・関西万博での実証※1

生ごみからe-メタンを製造して
万博会場へガス供給

革 新 技 術

地産地消【技術開発②】 バイオメタネーション



【技術開発③】 SOECメタネーション
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開発スケジュール

2022 ～ 2024 年

セルスタック 触媒

熱利用

0.1 m3/h
（2戸相当）

2025 ～ 2027 年

メタン
等

400 m3/h級
（1万戸相当）

実
証
事
業
へ

2028 ～ 2030 年

SOECセル プロトタイプ ベンチスケール パイロットスケール

SOEC高温電解装置
H2

CO

排熱の有効活用
発熱反応吸熱反応

e-メタン

総合エネルギー効率 85-90% を実現可能

再生可能エネルギー

H2O

CO2

大気中

SOECメタネーション技術

メタン
等

10 m3/h級
（200戸相当）

グリーンイノベーション基金に採択
2030年を目指して技術開発

H2O

電力

CO2

H2O

電力

CO2

メタン化反応装置

革 新 技 術

高効率化



最後に ～ カーボンニュートラルに向けた挑戦 ～
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 カーボンニュートラル化を実現するには、チャレンジ精神や技術の強みを掛け合わせる

アライアンスが必要であり、世界最先端の技術や、大阪・関西万博で実証の発信などを通じて、

国内外の様々なパートナーと連携していくことが重要と考えています。

 Daigasグループは、今年120周年を迎えますが、

1905年のガス供給開始（第１の創業）、1975年の天然ガス転換（第２の創業）に続き、

2030年はe-メタンの導入による第３の創業を目指しています。

 我々は、「時代を超えて選ばれ続ける革新的なエネルギー＆サービスカンパニー」 への進化を通じ、

皆さまと持続可能な社会の実現に向けて挑戦していきます。 
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